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長野県林業総合センター

アマドコロ
Polygonatum odoratum Druce var 
pluriflorum Ohwi 

アマドコロは、明るい綴林内に群生して生育するユ

リ科の植物で、葉iζ白斑のあるものをフイリナルコユ

リとよび庭園のグランドカバー(地被)Iζ用いられる。

薬用には萎誕(イズイ)と称し、滋養強社、増血剤、

解毒剤iζ用いる。

根茎は、太くて硬くヒゲ綬が多い乙とからトコロ(ヤ

マイモ科)Iζ似ており、またかすかに甘味があるので

アマドコロの和名がついた。

乙の変科iとヤマアマドコ口、オオアマドコロがある。
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力ラフトヒゲナガカミキリ

山林火災跡地に異常発生

1987年 5月8日、東筑摩郡四賀村に山林火災が

発生し、多くのアカマツが焼失、枯損しました。

そして火災跡地ではアカマツ被災木を増殖源とし

てカラフ卜ヒゲナガカミキリが異常発生しました。

本種が異常発生した事例はあまり知られておりま

せんが、乙乙でカラフトヒゲナガカミキリとはど

のような見虫か紹介します。

1. カラフ卜ヒゲナガカミキりとは

本種はマツノマダラカミキリと同属のヒゲナガ.

カミキリ属で、カミキリムシ科、フトカミキリ亜

科に属している見虫です。カラフ卜ヒゲナガカミ

キリとマツノマダラカミキリは一見よく似ていま

すが、よく見るとその違いは表-1 IC示すように

鞘遡の色彩はカラフ卜ヒゲナガカ ミキリは黒っぽ

く、?ツノマダラカミキリは白っぽくみえます。

生態はマツノマダラカミキリのそれとよく類似

しており、成虫が若枝をかじる状態、産卵方法、

幼虫が樹皮下組織を摂食する状況および、材表面に

穿つ穿入口の形などにはマツノマダラカミキリと

の聞に差違がみられません。そのうえマツノザイ

センチュウを保持している乙とが明らかにされ、

最近Kなってマツ材線虫病の媒介者になり得る乙

とが実証されております。乙のため、今後マツノ

マダラカミキリ以外の昆虫に対する防除を円滑に

推進させるためにも、本種の分布や生態などはマ

ツノマダラカミキリ同様、充分に把握されていな

ければならない状態になってきました。
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1. カラフトヒゲ.ナガ、カミキ 1)とマツノマダラカミニ争 lJ

寄

カラフトヒゲナガガミキザ|アカマツ、クロマツ

カラマツ、ヒメコマツ

マツノマダラカミキ 1)Iアカマツ、クロマツ

-1. 長野県におけるカラフトとゲナガカミキりと

虫 i 幼

鞘趨の色彩 体長 色
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2. 分布

本県におけるカラフ卜ヒゲナガカミキリの存在

は、すでに古くから知られており、 「長野県のカ

ミキリムシJ(1976)や「図説長野県のカミキ

リムシJCl981)によると松本市入山辺、上伊那

郡高遠町・長谷村、下伊那郡天竜村・大鹿村、木

曽郡開田村、南安曇郡安曇村などで蒐集家によっ

て採取され、図ー 1!C::::示すような分布が確認され

ておりました。

四賀村に山林火災が発生し多くのアカマツが被

害を受けました。乙の被災木iζ寄生していたヒゲ

ナガカミキリ属を1988年の夏K調べたと乙ろマツ

ノマダラカミキリは全く認められず、すべてのも

のがカラフトヒゲナガカミキリでした。したがっ

て、現在カラフ卜ヒゲナガカミキリの生息が確認

されている地域は、前述の七市町村iζ四賀村を加

えた八市町村となり、また、このうちマツノマダ

ラカミキリの生息が確認されているのは天竜村だ

けです。

3. 生態

(1) 成虫の羽化脱出時期

ヒゲナガカミキリ属が多く寄生していた被災
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木を1988年 4月19日lζ採材(1.5m長)し、丸

太は直ちに当センター構内の林内に設けた屋外

網室内(標高 870m) !ζ立てかけ、発生状況を

把握するための調査を l日l回ずつ行いました。

乙の結果、羽化脱出した成虫 128頭の発生消

長は図-21C示すように、その初発日は 5月26

日、 50%羽化脱出日は 6月 4日、終日は 6月12

日で発生期間は18日間でした。乙の発生消長の

結果は標高 700m付近で採取した丸太を 870m 

k移して調べたものですが、採材した付近の火

災跡地では 5月9日K成虫が確認〈松本地方事

務所林務課、山岸技師lζよる観察)されていま

す。

成虫の羽化脱出時期は、暖かい地方ほど早い

傾向が見られ、初発日は近畿および関東地方で

は5月上旬 ζ ろ、北陸や東北地方では 5月中~

下旬乙ろで、 50Sぢ羽化脱出日は近畿および関東

地方で 5月中旬乙ろ、北陸や東北地方では 5月

下旬から 6月上旬です。終日は近畿および関東

地方で 5月中~下旬、北陸や東北地方では 6月

中~下旬となっています。
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図-2 カラフ卜ヒゲナカ。カミキリの発生消長
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期間は20日間前後であって、マツノマダラカミ

キリのそれよりも短かい乙とが特徴です。

(2) 成虫と踊室、脱出孔の大きさ

成虫は枯損木から円形の孔を穿って脱出しま

す。大きさなどについては、表-2・3および

図-3'と示しました。

(3) 寄生部位の樹皮厚

カラフトヒゲナガカミキリが寄生していた部

位の樹皮厚をみると、いずれも 5回以下のと乙

ろで、樹皮の厚いと乙ろlζは寄生が認められま

せんでした。また樹幹の太さが 2.8cm (剥皮し

たもの)の梢端iζ近い箇所で脱出孔(孔径 4.5

阻)が認められました。乙れらの乙とから、本

種はマツノマダラカミキリ同様、樹皮の薄い部

分または比較的太い枝に寄生する習生があるも

のと考えられます。

4. 今後の課題

松くい虫による被賀の防除対策を講ずるうえか

らカラフトヒゲナガカミキリをみると、本種の発

生時期はマツノマダラカミキリよりも約 1か月早

いので、本種が生息している地域での松くい虫防

除の薬剤散布は 1か月早く実施しなければならな

いことになりますが、現在のと乙ろ幸いにも長野

市や上田市で調査を行ってきた被害材Kはカラフ

卜ヒゲナガカミキリの寄生は全く認められており

ませんので、早期の薬剤散布の必要はありません。

しかし被害を防止するためにもマツノマダラカミ

キリとカラフ卜ヒゲナガカミキリが混在する地域

で松くい虫による被害が発生した場合には、マツ

ノマダラカミキリとカラフ卜ヒゲ‘ナガカミキリは

セットで考えていかなければならないでしょう o

表-2 材内における踊室の位置関係

ぶ分 脱出孔径 脱出孔の長さ 材表面から孔道上壁 穿入孔から脱出孔
ま で の距離 までの距離

調査数

最小最大平均 最小 最大 平 均 最小 最大 平 均 最小 最大 平 均

mm m皿 mm mm mm mm 皿皿 mm mm cm cm cm 

未口 5cm未満 24 3.2 6.0 4.74土0.65 2 12 5.54土2.32 5 25 1583土4.94 3.5 9.5 6.01土1.75

未口 5cmJ2A.上 110 3.6 6.4 5.02::J:0.47 18 4.71 ::J:2.63 5 50 17.l7::J:6.79 2.5 18. 0 6.40土2.53
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表-3 カラフ卜ヒゲナガカ ミキリ成虫の大きさ

三:
体 長

個体数

最小愚大 平 均

頭 血皿 皿皿 mm 

ー

66 10.0 18. 5 14. 55土1.58 

軍 56 12. 1 18.0 15. 68土1.36 

孔道上壁までの

深さ(最深)

径孔出脱
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図-3 備室周辺の測定位置

(育林部小島)
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